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雲ができるまで 

■気温を下げれば 雲ができる。 



自然の中で 

雲を作るしくみ 

空気を持ち上げればよい 

↓ 

上昇気流 

↓ 

雲の発生 

悪天候 

前線性上昇気流 

対流性上昇気流 

地形性上昇気流 低気圧性上昇気流 





低気圧の種類 

温帯低気圧 

熱帯低気圧 

寒冷低気圧 



高さと気圧 

■ 5500mで1/2。 3000mで7/10。 2000mで4/5。 1000mで9/10。  



高さと気温 

 ■ 100m上ると0.6℃下がる。 1000m上がると6℃下がる。 

 ■ 乾燥断熱減率 1℃/100m   湿潤断熱減率 0.5℃/100m 



2012年 連休の山岳遭難  

■白馬岳 三国境付近の稜線  2012年5月4日 

 男性6名 死亡 低体温症 63～78才 

■爺ケ岳稜線  2012年5月4日 

 女性1名 死亡 低体温症 62才 

■涸沢岳稜線 2012年5月4日 

 男性1名 死亡 低体温症 71才 

■奥穂高岳稜線 2012年5月6日 

 男性2名 死亡 低体温症 30代 

  

 



遭難の原因－低体温症  

      低体温症の３大要因 

     ■低 温   稜線付近の気温 

     ■ 風    稜線付近の強風  

     ■濡 れ   降雨、凍雨、みぞれ 

   

温帯低気圧の発達、通過による気象遭難 



2009年 トムラウシ山遭難 概況  

遭難時の地上天気図（気象庁） 遭難時の気象状況（聞き取り調査） 

■引き返しのタイミングが 

  何回もあった!! 



 トムラウシ山遭難 稜線での気象状況 

大雪山稜線（五色観測サイト）における気象状況（2009年7月16日） 

 （北海道大学大学院地球環境科学研究院GCOEによる） 

気温      6℃ 

最低気温 3.8℃ 

平均風速 18m/s 

最大風速 24m/s 

■夏山低体温症の外的要因 

・氷点下近くの低温 

・強 風 

・濡れ（冷たい雨） 0
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風速の目安  

   

 

 ■風速は10分間平均風速 

 ■瞬間風速は平均風速の1.5～3倍以上になる。 

 ■15～20m/s 強い風。風にむかって歩けない。転倒する人も出る。 

 ■20～30m/s 非常に強い風。立っていられない。屋外での行動は危険。 

■風の強さと吹き方 



トムラウシ山遭難 大雪山と北アルプスの夏の気象 
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剱岳(2750m)の気象 2009年8月 

 

 大雪山(2015m)の気象 2009年7月 

 

気
圧 

低温 

強風 

濡れ 

低温 

強風 

濡れ 



トムラウシ山遭難 稜線気象の特異性 

■氷点下に近い気温や風速20m/sに及ぶ風は、 

  大雪山では、特異ではなく毎夏のように発生する現象。 

トムラウシの気象は、
10位にはいらない！ 

トムラウシの気象より
低温。 

氷点下に近い気温！ 



北アルプス 稜線気象の特異性 

■夏期  氷点下に近い気温  風速20m/sに及ぶ風 

    → 北アルプスでも毎夏のように発生している現象。 

氷点下に近い気温！ 

氷点下に近い気温！ 



温帯低気圧の構造 

雲から天気を読む → 観天望気 



高層天気図 

■山の天気予測  高層天気図500ｈPaが活躍。 

  ポイント   ・上層の気圧の谷    ・上層の寒気 

■ 温帯低気圧は 上層の気圧の谷の前面にできる。 

■ 寒冷前線通過後に寒気が流れ込む。 



上層の寒気 

■ 気象遭難の約９割 → 温帯低気圧の発達、その後の寒気流入 

■ 温帯低気圧の発達   寒気と暖気の強さ 

■ 上層の寒気の強さ    500hPa高層天気図の気温に注目！ 

天 気 季 節 500hPa面気温 

ドカ雪の目安  12～3月  －３６℃以下 

大雪の目安  12～3月  －３０℃ 以下 

低気圧発達による 

大荒れ 

 GW 

9月下旬～10月上旬 

梅雨期 

 －２４℃ 以下 

 －１５℃ ～ －１８℃以下 

 －９℃～ －１２ ℃以下 

雷 雨 夏 季  －６℃以下 



■支援図を見るポイント 

 ・右肩下がりのエリア→高度が低下→天気が下り坂に向かうエリア 

 ・右肩上がりのエリア→高度が上昇→天気が回復に向かうエリア 

 ・目的の山域の緯度がわかれば、その緯度での高度線のアップダウンを調べる。 

 ・支援図（高層天気図）→気圧の谷がわかる。 

  地上天気図→実際の低気圧の位置がわかる。 

 ・東経１３５度は大阪付近。山域の経度により気圧の谷の通過に時間のずれが生じる。 

週間予報支援図 



週間予報支援図 

■太平洋高気圧の圏内 ５００ｈPaで ５８８０ｍ線 



２０１０年夏山遭難の特徴 
・８月２日  日高ヌカビラ岳 ８名行方不明救出 

• ７月３１日 奥秩父滝川 取材班２名 

• ８月１２日 赤石岳小渋ルート １名 

• ８月１３日 木曽駒ヶ岳正沢川 １名 

• ８月１４日 黒部川上の廊下 １名 

• ８月１５日 日高中ノ岳歴舟川 ３名 

 

 
 ■沢の増水・土石流（鉄砲水）による山岳遭難が多発 

   → 短時間降水量の増加（1時間雨量の増加） 
 ■問題点 

 山岳での雨量観測点が稀少 

 高山では降雨は風を伴う→雨量計の補足率の問題 

  観測点からの伝達システムの問題 

  



梅雨末期の集中豪雨 

■集中豪雨の多い季節   梅雨末期（７月上中旬）  台風（９月） 

  前線＋台風  → 集中豪雨    湿舌 



土砂災害の種類 

 ■土石流    ■地すべり    ■がけ崩れ 

■土石流の前兆 

①山鳴りや，立ち木の裂ける音 

 石のぶつかり合う音が聞こえる。 

②雨が降り続いているのに川 

 水位が下がる。 

③川の水が急に濁ったり，流木 

 混ざり始める。 

■地すべりの前兆 

 ①地面にひび割れができる。 

 ②沢や井戸の水が濁る。 

 ③斜面から水が噴き出す。 

■がけ崩れの前兆 

 ①がけから出てくる水が濁る。 

 ②がけに亀裂が入る。 

 ③小石がパラパラ落ちてくる。 



土砂災害の営力  豪雨 
 ■土砂災害のほとんどは 

  梅雨 や 台風 の時期に発生。 ＋湿舌 

 ■土砂災害   

  1時間雨量が30mmを超す。 

       林道通行止。注意報発令。 

  1時間雨量が50mmを超す。 

       土砂災害が発生。警報発令。 

 ■累積雨量 

  降り始めからの雨量100mm以上になると 

       注意報等が発令。 



雨の強さの目安 

■時間雨量20mm～30mm 強い雨。どしゃ降り。 

■時間雨量30mm～50mm 激しい雨。バケツをひっくりかえしたよう。 

 山崩れ、がけ崩れ等の災害が起きやすくなる。警報が出る。林道等の通行止め。 



夏山の危険  雷 

界 雷 

■アラレやヒョウが降る → 

積乱雲（雷雲）の中にいる！ 

激しい気象現象 

積乱雲の発生発達 

熱 雷 



雷実況情報 8/31-9/5 

８月３１日９時 輪島 ５００ｈPa  －３．７℃   富山市最高気温 ３３．０℃      

９月 １日９時 輪島 ５００ｈPa  －４．７℃   富山市最高気温 ３１．４℃ 

９月 ２日９時 輪島 ５００ｈPa  －５．９℃   富山市最高気温 ３０．４℃ 

９月 ３日９時 輪島 ５００ｈPa  －７．１℃   富山市最高気温 ３０．３℃  

９月 ４日９時 輪島 ５００ｈPa  －６．７℃   富山市最高気温 ２７．６℃  

９月 ５日９時 輪島 ５００ｈPa  －７．１℃   富山市最高気温 ３１．１℃ 

９月５日２１時 輪島 ５００ｈPa  －７．９℃    

猪熊孝之：実践山の天気入門（2010)より 



雷実況情報 

9月3日 14:00 9月4日 01:00 

9月5日 22:00 9月3日09:00 天気図 



夏山の雪渓 



雪渓の崩落 



雪渓の崩落 
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つ
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